
令和８年７月１４日 

 

 

 

講師謝金（報償費）の執行について 

 

 

 

 

 

１ ポイント 

  ○講師謝金（報償費）の執行基準を策定し、周知 

  

○講師謝金額の基準（原則（１）、これにより難い場合は（２）） 

   （１） 予算単価表等における１時間当たりの講師手当の額を研修・講演に要した時間（※） 

に乗じて算出する額 

      ※打合せや資料作成といった準備等に要する時間を含めることはできるが、その場合

は、相手方へ聞き取りを行うなど、実態に即したものとする 

 

    （２） ①又は②のいずれかの金額を基に、当該講師と協議の上、決定する額 

      ① 企業・団体に属する方に依頼する場合、当該企業等において定める額 

      ② 当該講師又は当該講師と同程度の知識・経験を有する方が民間企業を含む他団体 

において講演を行った際の謝金の額 

 

   ○予算計上及び執行の手続きを明文化 

 

２ 通知文等 

別添のとおり 

 

３ 通知日 

令和８年７月１４日 

 

 

財政課 
直 通：092-643-3058 
担 当：田中、古瀬（内線 2270） 
 

講師謝金（報償費）の執行について、全所属に対し、7 月１４日に通知を行いましたの

で、その内容をお知らせします。 
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 公 印 省 略 

８ 財 第 ８ ５ ９ 号 

令和８年７月１４日 

 各部（局）長 

 教 育 長 

 警 察 本 部 長 

 企 業 局 長 

総 務 部 長     

 

講師謝金（報償費）の執行について（通知） 

 

 講師謝金について、今般、適切ではない事務処理を経て執行している事例があることが確認され

ました。謝金額や執行手続きについて、県民の皆様に説明できる客観的な妥当性を確保するため、

下記のとおり「講師謝金（報償費）に係る執行基準」を定めましたので、お知らせします。 

 各部局におかれては、出先機関を含め、周知徹底をお願いいたします。 

  

記 

 

講師謝金（報償費）に係る執行基準 

 

１ 対象とする謝金 

  研修会又は講演会に係る講師に対する謝金（報償費） 

 

２ 講師謝金（報償費）の額 

  原則として（１）により決定するものとするが、基調講演の講師等、（１）により難い場合は、

（２）により決定することができる。 

（１）予算単価表又は各部局において作成した基準に示す１時間当たりの講師手当額を研修・講

演に要した時間（※）に乗じて算出する額 

  ※打合せや資料作成といった準備等に要する時間を含めることはできるが、その場合は、

相手方へ聞き取りを行うなど、実態に即したものとすること。 

（２） ①又は②の金額を基に、講演等の内容も踏まえ、当該講師と協議の上、決定する額 

① 企業・団体に属する方に依頼する場合、当該企業等において定める額 

② 当該講師又は当該講師と同程度の知識・経験を有する方が民間企業を含む他団体におい 

て講演を行った際の謝金の額 

 

３ 予算計上及び執行の手続き 

（１）予算計上手続き 

上記２により予算を計上するものとする。 

殿 
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（２）執行手続き 

○ 「謝金等単価決定伺」の際に、当該講師を選定する理由、金額決定の考え方を明記の上、 

所属長決裁により講師謝金の額を決定する。 

   ○ 支出の際に履行確認として添付する「講師等の出席を確認した旨を表示した書類」に、

出席の事実に加え、金額決定の根拠となる単価・時間等（準備等が含まれている場合はこ

れを含む）について、当該講師に確認した結果を明記する。 

   ○ 支払調書を講師等に送付する場合、金額決定の根拠となる単価・時間等（準備等が含ま

れている場合はこれを含む）を記載した書類を添付する。 

 

４ その他 

上記は、原則として県直接執行以外の場合（補助金、委託料等中に含まれるもの）にも準用す

る。 


